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第 2 回全国イノベーション調査 調査票 
文部科学省 科学技術政策研究所 

 

  

 

☆ この調査票は、統計法に則り、総務大臣の承認を得て実施するものです。個別情報を外部に公表することは

ありませんので、ありのまま正確にご記入下さい。 

☆ 調査対象となる期間は、2006 年度から 2008 年度の 3 年間となります。特に断りのない場合は、この 3 年間に

ついてお答え下さい。なお、年度につきましては、貴社の会計年度となります。 

☆ 数値は、調査票に定めた単位でご記入下さい。 

☆ すべての質問について、企業単位（単独決算ベース）でお答え下さい。 

☆ 特に注記されていない限りは、すべての質問にお答え下さい。 

☆ 調査票は平成 21 年 8 月 31 日までに提出して下さい。 

 

記 入 者 の 氏 名 
（フリガナ） 

本 票 の 記 入 内 容 の 

照会に回答される方

（記入者）の所属部署

お よ び 所 在 地 

所属部署：                   役職： 

電話 （        ）        局          番 （内線）         番 

e-mail ： 

連絡先住所（本社・本店と異なる場合のみ記入して下さい。） 

 

備考欄 （上記の記載内容について、補足すべき事項があればご記入をお願いします。） 

総務省承認 総政審第 238 号  

承 認 期 限 平成 21 年 9 月 30 日まで  秘 
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用語の定義 

 

この調査では、「イノベーション活動」、「研究開発」という用語を、以下のような意味で用います。 

 

イノベーション活動 

：イノベーション活動とは、革新的な製品・サービスまたは業務の改善を目的としたプロセスの開発に必要とされる設

計、研究開発、市場調査などの取り組みを指します。なおイノベーション活動によって実現されるものに、以下で定

義される「プロダクト・イノベーション」と「プロセス・イノベーション」があります。 

 

プロダクト・イノベーション 

：新製品あるいは新サービスの市場への投入をいいます。新製品あるいは新サービスには、機能・性能・設計・

原材料・構成要素・用途を新しくしたものだけではなく、既存の技術を組み合わせたものや既存製品あるいは

既存サービスを技術的に高度化したものも含まれます。ただし、製品あるいはサービスの機能面や使用目的

が既存のものと変わらない単なるデザインのみの変更、他社製品・サービスの単なる販売・提供は含まれませ

ん。 

 

プロセス・イノベーション 

：新プロセスの導入または既存プロセスの改良をいいます。プロセス・イノベーションには、製品・サービスの製

造・生産方法あるいは物流・配送方法の新規導入や改良だけではなく、製造・生産あるいは物流・配送をサポ

ートする保守システムやコンピュータ処理などの新規導入や改良も含まれます。 

 

研究開発（「科学技術研究調査」（総務省 統計局）の定義と同じです） 

：事物、機能、現象などについて新知識を得るために、または既存の知識の新しい活用の道を開くために行われる

創造的な努力および探求をいいます。また、製品・サービスの製造・生産あるいは物流・配送などに関する開発や

技術的改善を図るために行われる活動も含まれます。なお、研究開発費も「科学技術研究調査」（総務省 統計局）

に従い、以下のように定義します。 

 

研究開発費 

：研究開発に要する人件費、原材料費、有形固定資産購入費（土地、建物、構築物、船舶、航空機並びに耐

用年数 1 年以上かつ取得価額が 10 万円以上の機械、装置、車両、その他の運搬具、工具・器具および備品

の購入に要した費用）、消耗品費などのその他の経費を含みます。 

 

社内研究開発費 

：自己資金、社外から受け入れた資金を問わず、社内で使用した研究開発費を指します。そのため、委託研究

開発（共同研究開発を含む）で外部（貴社の海外拠点を含む）へ支出した研究開発費は含みません。 

 

外部支出研究開発費 

：社外へ委託した研究開発費（共同研究開発を含む）を指します。 

見
本



  

129 
 

 Ⅰ．プロダクト・イノベーションに関して 

問1  貴社の主要業種をご記入下さい。複数お答えいただいて構いません。 

・                                                  

問2  貴社の代表的な製品・サービスをご記入下さい。複数お答えいただいて構いません。 

・                                                  

問3  貴社の過去 3 年間の製品あるいはサービスについて、以下にあてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。 

 

1. 新製品 1）と新サービス 2）の両方を市場に投入した 

2. 新製品を市場に投入した 

3. 新サービスを市場に投入した 

4. 新製品および新サービスのいずれも市場に投入しなかった 
 

1）、2） 新製品あるいは新サービスには、機能・性能・設計・原材料・構成要素・用途を新しくしたものだけではなく、既存の技術

を組み合わせたものや既存製品あるいは既存サービスを技術的に高度化したものも含まれます。ただし、製品あるいは

サービスの機能面や使用目的が既存のものと変わらない単なるデザインのみの変更、あるいは他社製品・サービスの単

なる販売・提供は含まれません。 

以下では、貴社が市場に投入した新製品および新サービスの全体をプロダクト・イノベーションと呼びます。 

問4  上の 問 3 で 1～3 のいずれかを選択した企業にお聞きします。実現したプロダクト・イノベーションを具体的に

ご記入下さい。複数お答えいただいて構いません。 

・                                                  

問5  上の 問 3 で 1～3 のいずれかを選択した企業にお聞きします。プロダクト・イノベーションに必要な技術を開発

したのは貴社でしたか、あるいは貴社以外の組織でしたか。a～cのうち、あてはまる記号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下

さい。 

a. 主に貴社が開発 

b. 貴社以外の組織と協力して開発 

c. 主に貴社以外の組織が開発 
 

問6  上の 問 3 で 1～3 のいずれかを選択した企業にお聞きします。 

a．過去 3 年間に実現したプロダクト・イノベーションが 2008 年度の売上高に占める割合を、あてはまる番号から
．．．．．．．．．

1
．

つ
．

お選び下さい。 

b．また、それらプロダクト・イノベーションのうち、どの競合他社も実現していない、市場にとって新しいプロダク

ト・イノベーションはありましたか。あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。なお、「あり」と回答した場合は、

それらが 2008 年度の売上高に占める割合を、あてはまる番号から
．．．．．．．．．

1
．

つ
．

お選び下さい。 

 

 

０%以上
１%未満

１%以上
５%未満

５%以上
10%未満

10%以上
25%未満

25%以上
50%未満

50%以上

a. プロダクト・イノベーションが2008年度の売上高に
　 占める割合

1 2 3 4 5 6

b. 市場にとって新しいプロダクト・イノベーションの有無 1. なし 2. あり

　　　・市場にとって新しいプロダクト・イノベーションが
　　　　2008年度の売上高に占める割合

1 2 3 4 5 6

問 9 （5 ページ）へ 
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問7  上の 問 3 で 1～3 のいずれかを選択した企業にお聞きします。過去 3 年間に実現したプロダクト・イノベーショ

ンは実現前と比べて、どの程度の成果をあげていますか。a～lの項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて

下さい。 

 

 

 

 

問8  上の 問 3 で 1～3 のいずれかを選択した企業にお聞きします。過去 3 年間に実現したプロダクト・イノベーショ

ンと技術的に同等なプロダクト・イノベーションを競合他社が実現するには、どの程度の期間がかかると思われ

ますか。a～fのうち、あてはまる記号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。 

 

a. 半年未満  d. 3 年～5 年未満 

b. 半年～1 年未満 e. 5 年～10 年未満 

c. 1 年～3 年未満 f. 10 年以上 

 

 

 

 

 

貴社について；

　a. 営業利益の拡大 1

　b. 国内市場シェアの拡大 1

　c. 海外市場シェアの拡大 1

10%以上25%
未満の拡大

25%以上
の拡大

成果の程度

むしろ
減少した

目的とし
ていない ０%以上１%

未満の拡大
１%以上５%

未満の拡大
５%以上10%
未満の拡大

6 72 3 4 5

6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 4 5

貴社について；

　d. 製品・サービスの質の向上 1

　e. 製品・サービスのラインナップの拡充 1

　f. 既存製品・サービスの代替 1

　g. 新しい市場の開拓 1

　h. 業界標準への対応 1

　i. 規制への対応 1

顧客について；

　j. エネルギー消費量の低減 1

　k. 土壌・水質・大気汚染の低減 1

　l. リサイクル率の向上 1

目的とし
ていない

成果の程度

目標を達成
できなかった

目標を
達成した

目標以上に
達成した

どちらとも
いえない

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

4 5

2 3 4 5

2 3

2 3 4 5

4 5

2 3 4 5

2 3

2 3 4 5
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 Ⅱ．プロセス・イノベーションに関して 

問9  貴社は、過去 3 年間に、製造・生産方法、物流・配送方法などの改良あるいは新規導入を行いましたか。  
また、その改良、新規導入に必要な技術を開発したのは主として貴社でしたか、あるいは貴社以外の組織で
したか。改良、新規導入のそれぞれについて、a～f の項目別に、あてはまる番号

．．．．．．．
1
．

つ
．

に○を付けて下さい。 
 

 改良/新規 

導入せず 

改良/新規導入した 

 主に貴社 

が改良・開発 

貴社以外の組織と 

協力して改良・開発 

主に貴社以外の 

組織が改良・開発 

改良     

a. 製造・生産方法の改良 1 2 3 4 

b. 物流・配送方法の改良 1 2 3 4 

c. その他業務 3）の改良 1 2 3 4 

新規導入     

d. 製造・生産方法の新規導入 1 2 3 4 

e. 物流・配送方法の新規導入 1 2 3 4 

f. その他業務 4）の新規導入 1 2 3 4 

 

 

 

 

3）、4） 具体的には、製造・生産あるいは物流・配送をサポートする保守システムやコンピュータ処理などを指します。 

以下では、貴社が改良あるいは新規導入した製造・生産方法、物流・配送方法および、その他業務をプロ

セス・イノベーションと呼びます。 

問10 上の 問 9 で 2～4 のいずれかを選択した企業にお聞きします。過去 3 年間に実現したプロセス・イノベーショ

ンは実現前と比べて、どの程度成果をあげていますか。a～ｊの項目別に、あてはまる
．．．．．

番号
．．

1
．
つ
．

に○を付けて下

さい。 

 

a. 人件費の削減 1

b. 原材料使用量の削減 1

c. 電力・燃料消費量の削減 1

d. 製品・サービスの質の向上 1

e. 迅速な生産調整の実現 1

f. 環境への影響を配慮した原材料の変更

g. 業界標準への対応 1

h. 規制への対応 1

i. 土壌・水質・大気汚染の低減 1

j. リサイクル率の向上 1

6 7

目的とし
ていない

むしろ
増加した

成果の程度

0%以上1%
未満の削減

1%以上5%
未満の削減

5%以上10%
未満の削減

10%以上25%
未満の削減

25%以上
の削減

2 3 4 5

6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 4 5

目的とし
ていない

成果の程度

目標を達成
できなかった

目標を
達成した

目標以上に
達成した

どちらとも
いえない

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

1

a～f の全てで「改良/新規導入せず」と

回答した場合は問 12 （次ページ）へ 
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問11 上の 問 9 で 2～4 のいずれかを選択した企業にお聞きします。過去 3 年間に実現したプロセス・イノベーショ

ンと同等のプロセス・イノベーションを競合他社が実現するには、どの程度の期間がかかると思われますか。  

a～fのうち、あてはまる記号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。 

 

a. 半年未満  d. 3 年～5 年未満 

b. 半年～1 年未満  e. 5 年～10 年未満 

c. 1 年～3 年未満  f. 10 年以上 

 

 

 Ⅲ．イノベーション活動の概要に関して 

以下では、プロダクト・イノベーションおよびプロセス・イノベーションの実現に必要とされる設計、研究

開発、市場調査などの取り組みをイノベーション活動と呼びます。なお、研究開発の定義は本紙 2ページ目

をご参照下さい。 

 

問12 貴社が、過去 3 年間に行ったイノベーション活動において、中止したものはありましたか。あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。 

 

1. 途中で中止したイノベーション活動がある 

2. 途中で中止したイノベーション活動はない 

3. イノベーション活動を全く行わなかった 

 

 

「プロダクト・イノベーションに関する活動」、「プロセス・イノベーションに関する活動」のどちらかのみ

実施した企業は、以下の問13 から問20 の質問では実施したイノベーション活動に関する箇所のみお答え下

さい。 

 

問13 貴社は、過去 3 年間に行ったイノベーション活動で、a.地方あるいは地域の公共事業機関、b.中央政府、から

税控除、補助金、借入保証といった財政支援を受けましたか。a、b のそれぞれについて、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。 

 

 はい いいえ 

a. 地方あるいは地域の公共事業機関 5） 1 2 

b. 中央政府 6） 1 2 

 

5） 都道府県や市町村ならびにこれらの地方公共団体に代わって業務を行っている機関からのものを指します。 

6） 各府省庁のほか、中央政府に代わって業務を行っている科学技術振興機構（JST）、新エネルギー・産業技術総合開発機

構（NEDO）、中小企業基盤整備機構などの独立行政法人、特殊法人または認可法人を指します。 

 

問 21 （11 ページ）へ 
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問14 貴社は、過去 3 年間に行ったイノベーション活動で、どのような情報源を利用しましたか。プロダクト・イノベー

ション、プロセス・イノベーションのそれぞれについて、a～k の項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下

さい。もし項目以外に重要な情報源があった場合には、「その他」の欄にご記入の上、ご回答下さい。 

 

 

 

 

 

 

7） 「グループ企業」とは、「親会社」ならびに「子会社」からなる企業群を指します。なお、親会社の定義は「貴社に対して、議決

権を過半数所有している会社」とします。ただし、50％以下であっても貴社を子会社とする連結財務諸表が作成されている

場合は、当該連結財務諸表において貴社の直近上位に位置する会社を親会社とします。「子会社」の定義は「貴社が 50％

を超える議決権を所有する会社」とします。また、貴社の子会社が 50％を超える議決権を所有している会社あるいは貴社お

よび貴社の子会社の合計で 50％を超える議決権を所有している会社も子会社とします。 

 

問15 上記の情報源で最も重要なものはどれでしたか。プロダクト・イノベーション、プロセス・イノベーションのそれぞ

れについて、a～l の記号を 1
．

つ
．

ご記入下さい。 

 

・プロダクト・イノベーション：         ・プロセス・イノベーション：         

 

 

 

利用せず 利用した 利用せず 利用した

a. 自社内・グループ企業7） 1 2 3 4

b. 供給業者 1 2 3 4

c. 顧客またはクライアント 1 2 3 4

d. 競合他社 1 2 3 4

e. コンサルティング、民間の研究機関 1 2 3 4

f. 大学または他の高等教育機関 1 2 3 4

g. 公的な研究機関 1 2 3 4

h. 技術的な学会、協会等 1 2 3 4

i. 専門的な雑誌、学術誌（データベースを含む） 1 2 3 4

j. 展示会、見本市 1 2 3 4

k. 公開されている他社の特許情報 1 2 3 4

l. その他　　具体的に： 1 2 3 4

プロダクト・イノベーション プロセス・イノベーション

a～l の全てで「利用せず」と回答

した場合は問 16 （次ページ）へ 
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問16 貴社は、過去3年間に、貴社以外の組織と共同でイノベーション活動を行いましたか。a～hの項目別に、貴社

以外の組織が所在する地域を含めて、あてはまる番号すべて
．．．．．．．．．．

に○を付けて下さい。もし項目以外に共同でイ

ノベーション活動を行った組織がある場合には、「その他」の欄にご記入の上、ご回答下さい。 

 

 

 

 

 

 

8) ASEAN（東南アジア諸国連合）：インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、  

ミャンマー、ラオス 

9） 北米：アメリカ、カナダ、メキシコ 

10） EU（欧州連合諸国）：アイルランド、イタリア、英国、エストニア、オーストリア、オランダ、キプロス、ギリシャ、スウェーデン、   

スペイン、スロバキア、スロベニア、チェコ、デンマーク、ドイツ、ハンガリー、フィンランド、フランス、ブルガリア、ベルギー、  ポ

ーランド、ポルトガル、マルタ、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルク 

 

問17 上記の組織のうち、最も重要な役割を果たしたのはどれですか。プロダクト・イノベーション、プロセス・イノベー

ションのそれぞれについて、a～i の記号を 1
．

つ
．

ご記入下さい。 

 

・プロダクト・イノベーション：         ・プロセス・イノベーション：         

 

 

Ａ 北 Ｅ
Ｓ 米 Ｕ
Ｅ 9） 10）

Ａ
Ｎ

8）

a. グループ企業 1 2 3 4 5 6 7 8

b. 供給業者 1 2 3 4 5 6 7 8

c. 顧客またはクライアント 1 2 3 4 5 6 7 8

d. 競合他社 1 2 3 4 5 6 7 8

e. コンサルティング、民間の研究機関 1 2 3 4 5 6 7 8

f. 大学または他の高等教育機関 1 2 3 4 5 6 7 8

g. 公的な研究機関 1 2 3 4 5 6 7 8

h. 共同研究組合（コンソーシアム） 1 2 3 4 5 6 7 8

i．その他　　具体的に： 2 3 4 5 6 7 8

実施した実施
せず

日
本

韓
国
・
台
湾

中
国

そ
の
他

a～i の全てで「実施せず」と回答

した場合は問 18 （次ページ）へ 見
本
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問18 貴社は、過去 3 年間に行ったイノベーション活動で、貴社以外の組織から技術を取得しましたか。また、貴社

の技術を貴社以外の組織に提供しましたか。国内外問わず、どのような組織と当該技術の取引を行ったか、 

a～i、k～s の項目別に、あてはまる番号すべて
．．．．．．．．．．

に○を付けて下さい。もし項目以外の方法で技術取引を行っ

た場合には、「その他」の欄にご記入の上、ご回答下さい。 

 

 

取得/提供

せず 

取得/提供した 

グ
ル
ー
プ
企
業 

供
給
業
者 

顧
客
ま
た
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト 

民
間
の
研
究
機
関 

大
学
・
高
等
教
育
機
関 

公
的
な
研
究
機
関 

そ
の
他 

技術の取得         

a. 企業あるいは事業の買収による取得 1 2 3 4 5 6 7 8 

b. 研究開発の委託・受託 1 2 3 4 5 6 7 8 

c. 機械・設備・ソフトウェアの購入 1 2 3 4 5 6 7 8 

d. 母体企業からの分離・分社による技術の取得 1 2 3 4 5 6 7 8 

e. ライセンシング 11）契約の締結 1 2 3 4 5 6 7 8 

f. オープンソース 12）となっている技術の使用 1 2 3 4 5 6 7 8 

g. 共同研究組合（コンソーシアム）への参加 1 2 3 4 5 6 7 8 

h. 事業提携（アライアンス）の実施 1 2 3 4 5 6 7 8 

i. 研究者・技術者の受入 1 2 3 4 5 6 7 8 

         

j. その他  具体的に：  2 3 4 5 6 7 8 

 

 

        

技術の提供         

k. 事業の譲渡・売却による提供 1 2 3 4 5 6 7 8 

l. 研究開発の委託・受託 1 2 3 4 5 6 7 8 

m. 機械・設備・ソフトウェアの提供 1 2 3 4 5 6 7 8 

n. 自社からの分離・分社による技術の提供 1 2 3 4 5 6 7 8 

o. ライセンシング契約の締結 1 2 3 4 5 6 7 8 

p. 社内の知的財産のオープンソース化 1 2 3 4 5 6 7 8 

q. 共同研究組合（コンソーシアム）への参加 1 2 3 4 5 6 7 8 

r. 事業提携（アライアンス）の実施 1 2 3 4 5 6 7 8 

s. 研究者・技術者の派遣出向 1 2 3 4 5 6 7 8 

         

t. その他  具体的に： 

 

 

2 3 4 5 6 7 8 

 

11） 特許等で法的に保護されている技術を第三者へ供与してその対価を得ること、あるいは第三者から取得してその対価を支

払うことを指します。 

12） 技術情報を無償で公開し、改良・再配布が自由に行なえるようにすることを指します。 
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問19 貴社は、過去 3 年間に行ったイノベーション活動で、どのような問題に直面しましたか。プロダクト・イノベーショ

ン、プロセス・イノベーションのそれぞれについて、a～l の項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。

もし項目以外の問題に直面した場合には、「その他」の欄にご記入の上、ご回答下さい。 

 

 

 

 

 

 

問20 上記で直面した問題のうち最も重大なものは何でしたか。プロダクト・イノベーション、プロセス・イノベーション

のそれぞれついて、a～m の記号を 1
．

つ
．

ご記入下さい。 

 

・プロダクト・イノベーション：         ・プロセス・イノベーション：         

 

 

 

 

問題なし 問題あり 問題なし 問題あり

資金的な要因

a. 貴社内またはグループ企業内の資金が不足した 1 2 3 4

b. 貴社またはグループ企業以外からの資金が不足した 1 2 3 4

企業内部にかかわる問題・要因

c. 能力のある従業員が不足していた 1 2 3 4

d. 技術に関するノウハウが不足していた 1 2 3 4

e. 市場に関する情報が不足していた 1 2 3 4

f. 連携相手を見つけられなかった 1 2 3 4

g. 企業内の反発があった 1 2 3 4

市場にかかわる問題・要因

h. 他社により市場が独占されていた 1 2 3 4

i. 他社の知的財産権に抵触していた 1 2 3 4

j. 産業内の規制に対応できなかった 1 2 3 4

k. 類似品・模倣品が出回っていた 1 2 3 4

l. 新製品・サービスへの需要が不確実だった 1 2 3 4

m. その他　　具体的に： 1 2 3 4

プロダクト・イノベーション プロセス・イノベーション

a～m の全てで「問題なし」と回答

した場合は問 21 （次ページ）へ見
本
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問21 貴社は、実現したイノベーションから得られる収益を保つために、過去 3 年間に、どのような手段を利用しまし

たか。また、その手段は効果がありましたか。a～e の項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。もし

項目以外の手段を利用した場合には、「その他」の欄にご記入の上、ご回答下さい。 
 

 利用して 

いない 

利用した 

効果あり 効果なし

a. 特許による保護 1 2 3 

b. 他の法的保護（実用新案、意匠登録、著作権など） 1 2 3 

c. 競合他社に先駆けての製品・サービスの市場への投入 1 2 3 

d. 他社が模倣しづらいような生産、製品設計の複雑化 1 2 3 

e. 競合他社に対する製造技術・方法または販売方法の秘匿 1 2 3 

   

f. その他  具体的に： 

 

 

 

2 3 

 

問22 貴社は、過去 3 年間に、効率的な研究開発活動を行うために、どのような方法を実施しましたか。また今後の

実施を検討していますか。a～k の項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．
つ
．

に○を付けて下さい。もし項目以外に実施し

ているものがある場合には、「その他」の欄にご記入下さい。 
 

 
実施して 

いない 

実施し 

ている 

実施を検討

している 

部門間連携の促進    

a. 従業員の部門間ローテーションを実施した 1 2 3 

b. 部門横断的なプロジェクト・チームを結成した 1 2 3 

c. 部門間での会議を実施した 1 2 3 

d. 情報を蓄積、交換、共有するシステムを導入した 1 2 3 

人事・評価    

e. 研究開発部門の出身者を取締役に就任させた 1 2 3 

f. 研究者・技術者 13）の評価に研究開発の成果を反映させた 1 2 3 

g. 職務発明に対する報奨制度を導入した 1 2 3 

h. 定年退職となった研究者・技術者を雇用あるいは再雇用した 1 2 3 

組織の改編・再編    

i. 研究開発拠点を新設／移転／統合した 1 2 3 

j. 研究開発部門の改組を行った 1 2 3 

k. 研究者・技術者の権限を拡大した 1 2 3 

    

l. その他  具体的に： 

 

 

  

 

13） 専任か他部門との兼任かは問いません。また、研究者には研究補助者も含まれます。 

見
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 Ⅳ．業務・人材・マーケティングに関して 

問23 貴社は、過去 3 年間に、業務活動、人材、マーケティング活動において、どのようなことを実施しましたか。   

a～ｍの項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。もし項目以外に行ったものがある場合には、「そ

の他」の欄にご記入下さい。 
 

 実施せず 実施した 

業務活動  

a. 社外で行っていた業務を社内で行うようにした 1 2 

b. 社内で行っていた業務を社外へ委託した 1 2 

c. プロジェクトや部署の統廃合を行った 1 2 

d. 新プロジェクトを立ち上げる際の選考方法を変更した 1 2 

e. 生産拠点を移転した（国内・海外含む） 1 2 

人材  

f. 研修や訓練を通じて人材育成を実施した 1 2 

g. 人事評価制度を見直した 1 2 

h. 従業員の決定権や責任の範囲を拡大した 1 2 

マーケティング活動   

i. 製品やサービスのデザインを変更した 1 2 

j. 製品やサービスのパッケージを変更した 1 2 

k. 広告活動、ブランドイメージを改善した 1 2 

l. 新たな販路を開拓した（オンライン販売を含む） 1 2 

m. 新製品あるいは新サービスを市場に投入する際に、市場調査や広告宣伝を行った 1 2 

   

その他 

 

 

 

  

 
 

 Ⅴ．市場構造に関して 

問24 貴社の代表的な製品・サービスを投入している市場で、2008 年度に貴社と競合する企業は国内外含め何社

ありましたか。a.国内市場、b.国外市場のそれぞれについて、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。貴社

が製品・サービスを投入していない市場については、「該当せず」を選択して下さい。 

 

 該当 

せず 

0 社 1～2 社 3～5 社 6～10 社 11～20 社 21 社 

以上 

a. 国内市場 1 2 3 4 5 6 7 

b. 国外市場 1 2 3 4 5 6 7 

具体的に： 見
本
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問25 貴社の代表的な製品・サービスを投入している市場で、過去 3 年間に貴社と競合する企業数は国内外含めど

のように変化しましたか。a.国内市場、b.国外市場のそれぞれについて、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下

さい。貴社が製品・サービスを投入していない市場については、「該当せず」を選択して下さい。 

 

 該当 

せず 

6 社以

上減少

3～5 社

減少 

1～2 社

減少 

変化なし 1～2 社 

増加 

3～5 社 

増加 

6 社以

上増加

a. 国内市場 1 2 3 4 5 6 7 8 

b. 国外市場 1 2 3 4 5 6 7 8 

 

問26 貴社の代表的な製品・サービスを投入している市場で、過去 3 年間に、どのような変化がありましたか。国内市

場、国外市場のそれぞれについて、a～r の項目別に、あてはまる番号
．．．．．．．

1
．

つ
．

に○を付けて下さい。もし項目以

外の変化があった場合には、「その他」の欄にご記入の上、ご回答下さい。 

 

 
 

変化なし 変化した 変化なし 変化した

市場環境

a. 参入企業が増えた 1 2 3 4

b. 倒産・撤退する企業が増えた 1 2 3 4

c. 大規模な合併が生じた 1 2 3 4

d. 他業種から企業が参入した 1 2 3 4

e. 特定企業にシェアが集中するようになった 1 2 3 4

f. 企業のシェアの順位が大きく変動した 1 2 3 4

g. 市場規模が拡大した 1 2 3 4

h. 市場規模が縮小した 1 2 3 4

i. 製品・サービスの多様化が進んだ 1 2 3 4

製品・サービスを取り巻く環境

j. 製品・技術情報の伝播が早くなった 1 2 3 4

k. 製品・サービスの標準化が進んだ 1 2 3 4

l. 製品・サービスの品質への規制が強化された 1 2 3 4

m. 製品・サービスのライフサイクルが短くなった 1 2 3 4

n. 製品・サービスを市場に投入するまでにかかる時間が増した 1 2 3 4

o. 製品・サービスを市場に投入するまでにかかる費用が増えた 1 2 3 4

p. 製品・サービスに求められる品質が高まった 1 2 3 4

q. 製品・サービスへのニーズが多様化した 1 2 3 4

r. 顧客からの意見・問合わせが増えた 1 2 3 4

s. その他　　具体的に： 1 2 3 4

国外市場国内市場
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問27 景気が良い時期（例えば2006年度）を思い浮かべて下さい。このとき、仮に貴社と同規模の競合他社がイノベ

ーションを実現したことを知った場合、貴社はどのように対応すると考えられますか。プロダクト・イノベーション、

プロセス・イノベーションのそれぞれについて、a～f のうち、あてはまる番号すべて
．．．．．．．．．．

に○を付けて下さい。 

同様に、景気が悪い時期（例えば2008年度後半）を思い浮かべて下さい。このとき、仮に貴社と同規模の競合

他社がイノベーションを実現したことを知った場合、貴社はどのように対応すると考えられますか。プロダクト・イ

ノベーション、プロセス・イノベーションのそれぞれについて、a～f のうち、あてはまる番号すべて
．．．．．．．．．．

に○を付けて

下さい。 

なお、貴社と同規模の競合他社がない場合は、貴社にとって最も重要な競合他社を想定してお答え下さい。 

 

 プロダクト・イノベーション プロセス・イノベーション 

 景気が 

良い時期 

景気が 

悪い時期 

景気が 

良い時期 

景気が 

悪い時期 

a. イノベーションのプロジェクトを立ち上げる 1 1 1 1 

b. 研究開発費を増額する 2 2 2 2 

c. 研究開発費を減額する 3 3 3 3 

d. 当該市場から撤退する 4 4 4 4 

e. 既存製品・サービスの宣伝広告費を増額する 5 5 5 5 

f. 対応しない 6 6 6 6 

 

 Ⅵ．企業の概要に関して 

問28 貴社の 2006 年度から 2008 年度の売上高 14）をそれぞれお答え下さい。 

    
 

14） 金融業の場合は経常利益を、保険業の場合は正味保険料をご記入下さい。 

 

問29 貴社の 2006 年度から 2008 年度の売上原価をそれぞれお答え下さい。 

    
 

問30 貴社の 2006 年度から 2008 年度の給与総額（賞与・退職金を含む）をそれぞれお答え下さい。 

    

 

問31 貴社の 2006 年度から 2008 年度の営業利益 15）をそれぞれお答え下さい。ただし、金額を記入する際に、該当

する符号±に○を付けて下さい。 

    
 

15） 金融業の場合は業務純益を、保険業の場合は保険引受利益をご記入下さい。 

2006年度 2007年度 2008年度

兆 千億 百億 十億 億 千万 百万 兆 千億 百億 十億 億 千万 百万 兆 千億 百億 十億 億 千万 百万

, , 百万円 , , 百万円 , , 百万円

2006年度 2007年度 2008年度

兆 千億 百億 十億 億 千万 百万 兆 千億 百億 十億 億 千万 百万 兆 千億 百億 十億 億 千万 百万

, , 百万円 , , 百万円 , , 百万円

2006年度 2007年度 2008年度

兆 千億 百億 十億 億 千万 百万 兆 千億 百億 十億 億 千万 百万 兆 千億 百億 十億 億 千万 百万

, , 百万円 , , 百万円 , , 百万円

2006年度 2007年度 2008年度

千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万

＋
－ , 百万円

＋
－ , 百万円

＋
－ , 百万円
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問32 貴社の 2006 年度から 2008 年度の機械・設備、建物および土地の購入費 16）をそれぞれお答え下さい。 

     
 

16） この金額は、有形固定資産の購入費に該当します。 

 

問33 貴社の社内研究開発費、外部支出研究開発費を、2006 年度から 2008 年度のそれぞれについてお答え下さ

い。なお、社内研究開発費と外部支出研究開発費の定義は本紙 2 ページ目をご参照下さい。 

 

 
 

 

問34 貴社の 2006 年度から 2008 年度の研究開発従事者数 17）をそれぞれお答え下さい。 

    
 

17） 貴社の研究開発部門のほか、研究開発部門外で内部研究開発活動に従事していた人も含めて下さい。また、専任か他

部門との兼任かは問いません。 

 

問35 貴社の研究開発拠点、製品の生産拠点、および製品・サービスを販売・提供している地域について、a～c の

項目別に、あてはまる番号すべて
．．．．．．．．．．

に○を付けて下さい。 

 

 

2006年度 2007年度 2008年度

千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万

, 百万円 , 百万円 , 百万円

2006年度 2007年度 2008年度

千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万

社内研究開発費
, 百万円 , 百万円 , 百万円

千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万 千億 百億 十億 億 千万 百万

外部支出研究開発費
, 百万円 , 百万円 , 百万円

2006年度 2007年度 2008年度

十万 万 千 百 十 一 十万 万 千 百 十 一 十万 万 千 百 十 一

, 人 , 人 , 人

Ａ 北 Ｅ ロ 中
Ｓ 米 Ｕ シ 東
Ｅ ア
Ａ
Ｎ

a. 研究開発拠点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

b. 製品の生産拠点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

c. 製品・サービスを販売・提供している地域 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

そ
の
他

活動の種類

イ
ン
ド

日
本

中
国

韓
国
・
台
湾見
本
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参考資料Ⅲ 

日本標準産業分類 12 改訂版 

（大・中分類項目表）
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A 農業、林業 F 電気・ガス・熱供給・水道業

01 農業 33 電気業

02 林業 34 ガス業

35 熱供給業

B 漁業 36 水道業

03 漁業（水産養殖業を除く）

04 水産養殖業 G 情報通信業

37 通信業

C 鉱業、採石業、砂利採取業 38 放送業

05 鉱業、採石業、砂利採取業 39 情報サービス業

40 インターネット付随サービス業

D 建設業 41 映像・音声・文字情報制作業

06 総合工事業

07 職別工事業（設備工事業を除く） H 運輸業、郵便業

08 設備工事業 42 鉄道業

43 道路旅客運送業

E 製造業 44 道路貨物運送業

09 食料品製造業 45 水運業

10 飲料・たばこ・飼料製造業 46 航空運輸業

11 繊維工業 47 倉庫業

12 木材・木製品製造業（家具を除く） 48 運輸に附帯するサービス業

13 家具・装備品製造業 49 郵便業（信書便事業を含む）

14 パルプ・紙・紙加工品製造業

15 印刷・同関連業 I 卸売業、小売業

16 化学工業 50 各種商品卸売業

17 石油製品・石炭製品製造業 51 繊維・衣服等卸売業

18 プラスチック製品製造業（別掲を除く） 52 飲食料品卸売業

19 ゴム製品製造業 53 建築材料、鉱物・金属材料等卸売業

20 なめし革・同製品・毛皮製造業 54 機械器具卸売業

21 窯業・土石製品製造業 55 その他の卸売業

22 鉄鋼業 56 各種商品小売業

23 非鉄金属製造業 57 織物・衣服・身の回り品小売業

24 金属製品製造業 58 飲食料品小売業

25 はん用機械器具製造業 59 機械器具小売業

26 生産用機械器具製造業 60 その他の小売業

27 業務用機械器具製造業 61 無店舗小売業

28 電子部品・デバイス・電子回路製造業

29 電気機械器具製造業

30 情報通信機械器具製造業

31 輸送用機械器具製造業

32 その他の製造業
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J 金融業、保険業 R サービス業（他に分類されないもの）

62 銀行業 88 廃棄物処理業

63 協同組織金融業 89 自動車整備業

64 貸金業、クレジットカード業等非預金信用機関 90 機械等修理業（別掲を除く）

65 金融商品取引業、商品先物取引業 91 職業紹介・労働者派遣業

66 補助的金融業等 92 その他の事業サービス業

67 保険業（保険媒介代理業、保険サービス業を含む） 93 政治・経済・文化団体

94 宗教

K 不動産業、物品賃貸業 95 その他のサービス業

68 不動産取引業 96 外国公務

69 不動産賃貸業・管理業

70 物品賃貸業 S 公務（他に分類されるものを除く）

97 国家公務

L 学術研究、専門・技術サービス業 98 地方公務

71 学術・開発研究機関

72 専門サービス業（他に分類されないもの） T 分類不能の産業

73 広告業 99 分類不能の産業

74 技術サービス業（他に分類されないもの）

M 宿泊業、飲食サービス業

75 宿泊業

76 飲食店

77 持ち帰り・配達飲食サービス業

N 生活関連サービス業、娯楽業

78 洗濯・理容・美容・浴場業

79 その他の生活関連サービス業

80 娯楽業

O 教育、学習支援業

81 学校教育

82 その他の教育、学習支援業

P 医療、福祉

83 医療業

84 保健衛生

85 社会保険・社会福祉・介護事業

Q 複合サービス業

86 郵便局

87 協同組合（他に分類されないもの）
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